
［⾼屋⼩］学校（５）年 Ｒ５ふるさと教育・起業家教育の視点を取り⼊れた単元報告シート 作成者名【古賀 喬⼦】
●●●●＝必ず記⼊ ○○○○＝計画に応じて該当するところを記⼊

めざす⼦ども像 中国地⽅の⼦守歌を歌い継ぎ ふるさと⾼屋を愛する⼦ども

学年・学期にお
ける探究課題 町づくりや地域活性のために取り組んでいる⼈々や組織

単元名 ⼦守唄について調べよう・⼦守唄を伝承し、来年度の⾳楽祭に参加しよう
（全35時間＝実施時期︓5⽉〜2⽉）

単元のねらい 地域に伝わる⼦守唄やその伝承者について調べ、地域を誇りに思う気持ちを育てるとともに、⼦守唄の⾥⾳楽祭に携わる⼈々の思いを知り、地域のために尽⼒されている
⽅々に感謝し、⾃分たちも協⼒したいと思う気持ちを育てる。

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現

主な活動
・⾼屋⼩学校で歌い継いでいる⼦守唄に
ついて知り、しっていることを話し合う。

・情報機器で、上野耐之や⼦守唄につい
て調べる。

・調べたことを整理し、地域の⼈々がど
のような思いで⼦守唄を歌い継いでいる
のかを考える。

・これからも⼦守唄を守っていくために
できることを考え、発信する。

仕
掛
け
・
⼯
夫

もの 幼い頃から「中国地⽅の⼦守唄」に親し
んできたことを再確認した。

○○○○ ○○○○ ○○○○

ひと
地域にも⾳楽祭に携わっている⼈や上野
耐之さんとの関係がある⼈がいることを
知ることができた。

上野耐之について調べることで、⾃分た
ちの地域に偉⼤な⼈物がいたことを誇り
に思えた。

⼦守唄の⾥⾳楽祭に携わる⽅との交流を
通して、⼦守唄を⼤切にする地域の⽅々
の思いを知った。

プレゼンテーションにまとめて発した。

しごと（こと） ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

その他 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○

引
き
出
し
た
姿

いばら愛
（郷⼟愛と当事者性）

地域のことをもっと知りたいという思い
をもって活動することができる。

○○○○ 地域の偉⼈や地域のために活動する⽅々
を誇りにおもうことができる。

郷⼟を愛し、誇りをもって⽣活していこ
うとする気持ちを⾼めることができる。

やり抜く⼒
（向上⼼と忍耐⼒）

○○○○
○○○○ ○○○○ 地域のためにできることについて考え、

実⾏することができる。

まき込む⼒
（発信⼒と協働性）

○○○○ 地域のHPから情報を収集することがで
きる。

○○○○ 参観⽇で保護者の⽅や地域の⽅に向けて、
調べたことを発信することができた。

アウトプット
の⼯夫

○○○○ ○○○○ ○○○○ 参観⽇での発表を設定することで相⼿意
識をもって活動することができるように
した。

◆ 実際に連携・接続・交流した他学年、他校（園）種、外部団体等

幼稚園児、保育園児、下学年等

◆ 実際に関連付けた教科・領域、学校⾏事等
総合の発表 参観⽇
幼稚園との交流会 ⼀⽇⼊学 海事研修説明会 ６年⽣を送る会

☜

☜

☜

☜

☜

☜

☜



〈R5〉⾼屋⼩学校・５年 単元名『⼦守唄について調べよう・⼦守唄を伝承し、来年度の⾳楽祭に参加しよう。』の流れ（探究過程）と
活動の実際 担当【古賀 喬⼦】

課
題
設
定

情
報
収
集

整
理
・
分
析

ま
と
め
・
表
現

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）
○タブレットを効果的に使うことで，調べ学習だけでなく，情報を共有したり整理したりまとめたりすることができた。
△今年度から⼦守唄の⾥⾳楽祭が隔年での開催となり、本年度は開催がないため動機付けが難しかった。
☆引き続き ⾼屋⼩学校として、⾳楽祭にも参加し地域にも発信できる活動を続けていきたい。

☜

☜

◆単元のねらい「地域に伝わる⼦守唄やその伝承者について調べ、地域を誇りに思う気持ちを育てるとともに、⼦守唄の⾥⾳楽祭に携わる⼈々の思
いを知り、地域のために尽⼒されている⽅々に感謝し、⾃分たちも協⼒したいと思う気持ちを育てる。」

〇調べたことを友達
や参観⽇で保護者に
伝えることができた。

〇⾼屋の⾃慢を考え
⼦守唄の発祥の地で
あることに気づいた

〇他地域の⼦守唄や、
⾼屋の⼦守唄が有名
になった理由を調べ
た。

〇有名になった
きっかけに⾼屋出
⾝の上野耐之さん
が関わっていたこ
とが分かった。

〇⾃分たちの住む
町にこんなにすご
い⼈がいたのかと
改めて感じること
ができた。

〇⼦守唄について詳
しく調べるために歌
詞の意味や作曲者な
ど調べたいことを選
びグループに分かれ
た

〇中国地⽅の
⼦守唄につい
て知っている
ことをまとめ
た。

その中からもっ
と調べてみたい
ことを決めた。


